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研究成果の概要（和文）： 

社会科学における実験的手法の意義と役割について、個別領域を超えた広い観点から検討した。

まず法や社会規範に関する考え、社会的効率性を実現するための様々な制度、進化生物学での

協力の進化の機構、そして他人に対する評価を行う脳科学的基礎などのの関連がより明確にな

った。とくに人々の間の協力を促進するためのさまざまな仕組みについて、ゲーム理論的な研

究がすすんだ。また民主政が試行錯誤を行うことでより望ましい社会を探る社会実験としての

側面を明らかにした。 

 

研究成果の概要（英文）： 

We explored the importance and the role of experimental approaches in social sciences 

from diverse and broad viewpoints. First, we succeeded in clarifying the relationship 

between many different concepts in different fields of sciences: e.g. law and social norm 

in ethics and legal philosophy, institutions to foster efficient society in economics 

theory, mechanisms for the evolution of cooperation in evolutionary biology, and the 

physchological mechanisms identified in brain sciences. Second, many game theory models 

have been developed to understand diverse aspects and mechanisms to foster the cooperation 

among people. Finally the demogracy can be viewed as "social experiments" in which tries 

and errors were performed.  

 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００７年度 4,000,000 0 4,000,000 

２００８年度 5,100,000 0 5,100,000 

２００９年度 5,100,000 0 5,100,000 

２０１０年度 5,600,000 0 5,600,000 

２０１１年度 5,600,000 0 5,600,000 

２０１２年度 4,900,000 0 4,900,000 

総 計 30,300,000 0 30,300,000 

 

研究分野：数理生物学 

科研費の分科・細目：基礎生物学・生態環境 

キーワード：進化生物学、ゲーム理論、契約理論、法哲学、正義 

 

１．研究開始当初の背景 

 実験手法の意義は自然科学領域において

は自明とされるが、社会科学領域においてそ

の重要性が認識されるようになったのは、ご

く最近である。心理学は人間や動物を対象と

した 100 年を超える実験の歴史をもつが、経

済学・法学・政治学・社会学・人類学などの
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ルドワーク技法は用いられてきたものの、実

験手法はごく最近まで全く導入されなかっ

たという状態に等しかった。 

 

２．研究の目的 

 第１に、社会科学における実験手法の意義

と役割について、個別領域を超えた鳥瞰的・

メタ理論的な視点から検討することにある。

第２に、特定領域「実験社会科学」の 7つの

計画研究班が生み出した具体的な実証知見

を、幅広い文脈に位置づけその意味を明らか

にすると共に、個別研究に欠けていた視点を

補い、さらなる研究展開を促すための批判装

置として機能することである。 

 

３．研究の方法 

理論班は、進化生物学、経済学、経営学、

法哲学を専門とする 4人の研究者から構成さ

れた。総括班によるコーディネーションの下、

7つの研究計画班(A01, B01)の研究者と共に、

全体のまた個別のワークショップを開催し、

7 つの研究計画班が生み出した具体的な知見

を幅広い文脈に位置づけ、その意味と制約を

考え、各班の研究展開を促した。 

理論班全体としては、協力の進化の観点か

ら社会での制度、法哲学、などについての集

中的な討論を行った。また脳科学との関連に

ついての議論、人類学や進化生物学との関連

についての議論などを取り上げた。とくに理

論班だけでなく集団班とまた市場班との共

同のワークショップをそれぞれ複数回行い，

集中的に討議した。 

巌佐： 人間社会における協力行動の成立と

維持の基本を理解するための数理モデリン

グを進めた。間接互恵という機構では、協力

をしたかどうかで「よい」「わるい」の簡単

なラベル（評判）が張られ、その情報が社会

のメンバーに共有されることによって、自動

的に協力的な行動が全体を占めて安定に維

持される。この評判の張り方（社会規範）を

どのように選ぶとそれが可能になるかにつ

いて、ある枠組みにおいてすべての社会規範

を数え上げる理論的研究を行った。これは一

方で法哲学などの倫理に関する考え、他方で

集団班が行ってきた社会心理学による実験、

さらには理論経済学での結果などの深く関

連するものであることが分かってきた。これ

ら一連の研究は国際的なジャーナルに論文

として掲載した。 

 第２に、環境保全に関連する人々のダイナ

ミックスの研究を行った。人々には公共のた

めに貢献したいとする意欲と、そうしない他

のプレイヤーへの処罰などの感情的基盤を

取り込んだ形で社会における人々の行動を

記述し、それが湖水の水質改善などの環境問

題解決に対してどのようなダイナミックス

をもたらすのかを表す「社会系／生態系結合

ダイナミックス」理論を展開した。 

 第３に、社会のルールを決めて違反者に処

罰を行うときに、その処罰の強さが違反の害

とともに増大するという累進的処罰の基礎

付けがある。累進的処罰は広くみられるが、

その原因について理論的解析を行った。その

結果、行為の観測に誤りの可能性があり、集

団中の人の間で効用差に対する敏感さに大

きなばらつきがあるときには、累進的処罰が

社会にとっての効率を最適にすることを証

明できた。 

 そのほか、生態学や発生学をはじめとする

さまざまな生命現象の側面のモデル化にも

とりくんだ。 

青柳： 

 研究は経済理論と経済実験の両面から進行

した。経済理論については特定領域の期間中

これまでに[1] 繰り返しオークションにおけ

る談合の可能性について、[2] 動的なトーナ 

メントにおける情報開示の問題について、お

よび[3] その価値が複数の買い手相互の情報

に依存する財の最適販売戦略の問題について、

研究を遂行し、その成果を発表してきた。(下

記参照。) さらに [4] その価値が買い手相

互 の消費行動に依存するネットワーク財の

最適販売戦略の問題について、および[5] 不

完備情報下での投資行動に関する政府の情報

収集・開示政策、についての研究を進めた。

また経済実験については[6] 相互の過去の行

動が不完 全にしかし公的に観察される繰り

返しゲームにおける協調とノイズの関係につ

いて成果を発表し、さらに[7] 同様な不完全

情報が私的に観察される繰り返しゲームにお

ける戦略の分析を行った。 

 研究期間の後半には、第１に、消費者がネ

ットワークの上のノードに分布し、彼らのに

とっての財の価値は自らとリンクで結ばれ、

しかも同じ財を消費するものの数に依存する

とする新しいモデルを解析した。第２に、自

然災害などのショックに対する情報の取得と

公開について、地震などの自然災害や市場の

混乱等のショックに対して、政府が自ら準備

し情報を取得しそれをもとに措置をとるとと

もに公衆に対しても備えをするように（非強

制的な）指示をする問題を考えた。 

伊藤：(1) 不完備契約の下で投資が過小とな

るホールドアップ問題は，組織の経済学をは

じめとする多くの経済分野で，重要なインセ

ンティブ問題である．本研究では，既存の理



 

 

論を投資が外部利得に影響を与える状況に

拡張することによって，シンプルな公式契約

が，長期的・継続的関係に基づく非公式な関

係的契約に補完的もしくは代替的な影響を

与えうる可能性を分析した．そして理論を検

証するために実験を設計し，結果を分析した． 

(2) より困難な目標設定が与えられること

によって業績が向上する，という心理学で既

知の結果をはじめとする，心理学からのさま

ざまな知見を，インセンティブ設計の経済学

の視点から分析する理論研究を進めた。 

(3)フレーミングによって行動が切り替わる

現象が広く知られているが、それを個人が複

数の効用関数をもちその間で切り替わると

いうマルチセルフ理論を進めた。これは社会

心理学や実験経済学で知られているいわゆ

る限定合理性の多くの側面を説明できる可

能性をもつ理論である。 

(4)不衡平回避、レシプロシテイ、参照点依

存など、行動経済学分野における意思決定モ

デルについてプリンシパル・エージェント理

論に取り込むことで、最適契約がどのように

変わるかを解明した。 

井上： 「社会制度に実験は可能か」という

基本問題を法哲学・政治哲学の観点から捉え

直し、試行錯誤的な政治的学習を通じた政策

形成を促進する政治的意思決定システムは

いかにあるべきかという問題を設定し、それ

を解明すべく民主政の諸モデル、および法の

支配の諸モデルを比較検討した。 

 国際的共同論文集に寄稿した。批判的民主

主義のモデルは民主政を試行錯誤的な政治

的学習を促進する場として機能することに

直目し、政治的実線としての社会実験に法哲

学的な正義論・正統性論の観点から検証した。 

 

４．研究成果 

巌佐： 間接互恵による協力の進化の数理的

研究、とくに処罰行動が可能である状況で間

接互恵がどのように働くのかについては、

Nature をはじめとする一連の論文として発

表した。また社会系／生態系結合ダイナミッ

クスの研究は Ecological Economics などに

掲載した。この期間における英文の原著論文

は 55 編を数える。 

青柳： 査読付きの国際的な学術誌に掲載さ

れている。日本経済学会大会の特別報告とし

て発表し、同学会機関誌の 1 章として出版し

た。一部の課題については実験を遂行した。 

伊藤： 理論論文は完成し，学会等で報告し

た．ニューサウスウェールズ大学(オースト

ラリア)の研究者と共同で実験を設計し，ニ

ューサウスウェールズ大学のラボにて行っ

た．  

井上： 民主政の再編方向としては、「反映

的民主主義」から「批判的民主主義」への転

換の必要性を明らかにし、その法的基盤とし

て、「法の支配」の「強い構造的解釈」を提

示した。 
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